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教

５
　
遺
跡
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物
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布
地

６
　
遺
跡
の
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中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
信
濃
川
の
支
流
で
あ
る
中
之
口
川
が
形
成
し
た
自
然
堤
防
と
そ
の

後
背
湿
地
の
接
点
に
位
置
す
る
。
現
況
は
平
坦
な
水
田
地
帯
で
あ
る
が
、
近
世

の
絵
図
類
で
は
後
背
湿
地
の
部

分
に
潟
湖
が
描
か
れ
、
潟
湖
ど

う
し
が
自
然
流
路
で
結
ば
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
調
査
地
点

は
こ
う
し
た
中
小
潟
の
一
つ
道

潟
の
潟
端
か
自
然
流
路
に
接
し

津
　
て
ぃ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
道
八

新

号
線
白
根
バ
イ
パ
ス
の
試
掘
調

ぐ

査
で
発
見
さ
れ
た
。

周
辺
で
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
道
潟
の
対
岸
に
は
中
世
の
木
簡
が

一
〇
〇
点
以
上
出
土
し
た
馬
場
屋
敷
遺
跡
が
所
在
す
る

（本
誌
七
号
）。
本
遺
跡

か
ら
北
約

一
・
五
ｋｍ
に
現
存
す
る

「衰
口
」
の
地
名
は
、
青
海
荘
と
い
う
荘
園

の
遺
称
地
で
あ
り
周
辺
は
中
世
に
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
は
、
箸
状
木
製
品
二

一
点
、
火
錐
棒

・
刀
状
木
製
品
二
点
、
杓
子

形
木
製
品

・
漆
器
片

一
点
、
多
数
の
板
や
部
材
な
ど
木
製
品
が
多
く
、
土
器
類

は
見
ら
れ
な
い
。
流
さ
れ
て
き
た
か
、
水
辺
の
行
為
に
と
も
な
う
遺
物
で
あ
ろ

う
。
他
に
女
性
の
人
頭
骨
が
特
徴
的
で
あ
る
。
試
掘
を
受
け
て
二
〇
〇
二
年
度

に
本
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
木
製
品
と
と
も
に
獣
骨

。
人
骨
が
多
く
出

土
し
て
い
る
。
京
都
や
平
泉
に
お
け
る
中
世
庶
民
の
葬
送
が
川
に
流
す
と
い
う

状
況
で
あ
っ
た
と
す
る
調
査
成
果
を
考
慮
す
る
と
、
中
世
の
葬
送
に
関
係
す
る

遺
跡
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

（鎌
倉
遺
跡
調
査
会

『シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
　
都
市
民
―

そ
の
死
の
あ
つ
か
い
　
資
料
集
』
二
〇
〇
二
年
）。

木
簡
四
点
を
含
め
、
遺
物
は
す
べ
て
包
含
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
包
含
層

は
粘
土
を
中
心
と
す
る
土
層
で
砂
や
章
な
ど
の
植
物
遺
体
な
ど
も
混
じ
る
。
土

層
観
察
か
ら
も
水
に
接
す
る
立
地
が
次
第
に
離
水
し
て
い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
木
簡
四
点
は
同

一
の
土
層
か
ら
出
土
し
た
。
火
錐
棒

。
両
端
に
直

径
二
ｍｍ
ほ
ど
の
穿
孔
の
あ
る
木
材

。
前
述
し
た
刀
状
木
製
品
の
よ
う
な
祭
祀

具

・
杓
子
形
木
製
品
の
よ
う
な
日
常
生
活
具
な
ど
、
多
く
の
木
製
品
が
共
伴
し

す
る
。
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①
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お
汝
等
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等
皆
当
作
仏
故
四
衆
之
中
×

Ｌ
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恙
心
不
β
者
悪
口
罵
詈
言
是
無
智
比
丘
×（Ｐ
い
〕
）
×
Ｐ∞
×
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ｏ
Ｐ
ｏ

い

　

「こ可
南
元
大
日
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］こ

×
鵠
益

ｏ常

⑪
②
ω
は
卒
塔
婆
で
、
①
は
柿
経
で
あ
る
。

ω
は
圭
頭
状
の
上
端
部
か
ら
下
端
部
に
向
か
っ
て
次
第
に
幅
を
狭
め
る
。
上

半
分
は
右
に
や
や
湾
曲
す
る
。
薄
く
脆
弱
で
、
縦
に
ひ
び
が
は
い
る
。
裏
面
は

調
整
を
施
し
て
い
な
い
が
、
表
面
は
劣
化
が
著
し
く
判
然
と
し
な
い
。
墨
痕
は

残
り
が
悪
く
、
明
確
に
読
め
る
の
は
梵
字
と

「南
無
」
く
ら
い
で
あ
る
。

②
は
完
形
で
、
上
端
部
を
圭
頭
形
に
整
え
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
木

簡
の
裏
面
が
上
、
表
面
が
下
と
い
う
状
況
で
出
土
し
た
。
調
整
は
表
裏
と
も
に

確
認
で
き
る
。
表
面
が
土
に
密
着
し
て
い
た
た
め
、
墨
痕
も
非
常
に
明
瞭
で
あ

る
。
文
字
内
容
は
梵
字
と
そ
の
下
の
名
号
が
相
違
す
る
。
↓耳
が
金
剛
界
大
日
如

来
を
示
す
の
に
対
し
て
、
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
異
な
る
名
号
が
記
さ
れ
て
い

る
。
加
茂
市
舞
蔓
遺
跡
出
土
木
簡
で
は

「苺
南
無
大
日
如
来
」
と
記
さ
れ
、
本

木
簡
と
逆
の
記
載
内
容
と
な
っ
て
い
る

（本
誌
第

一
九
号
）。
舞
蔓
遺
跡
も
青
海

荘
の
荘
域
内
で
あ
り
、
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。

①
は
上
端
部
を
五
輪
塔
を
模
し
た
よ
う
に
形
作
る
。
下
端
部
は
真
横
に
折
ら

れ
て
お
り
二
文
字
分
ほ
ど
欠
損
す
る
か
。
厚
さ
も

一
定
で
は
な
く
上
端
部
は

一
ｍｍ
あ
る
が
、
次
第
に
薄
く
な
り
下
端
部
で
は
○

・
五
ｍｍ
ほ
ど
に
な
る
。
調
整

の
痕
跡
は
表
裏
と
も
不
明
確
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
。
内
容
は

『妙
法
蓮
華

経
』
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
で
あ
る
。
本
木
簡
に
見
ら
れ
る

「故
」
の
字
が
、

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
岩
波
文
庫
本

『法
華
経
』

（下
）
で
は
入
っ
て
い
る
。
文
字
数
は
表
面
の
現
状
は

一
五
文
字
で
あ
る
が
、

裏
面
と
の
関
係
か
ら

「有
生
」
の
二
文
字
を
補
え
ば
、　
一
般
的
な

一
七
文
字
と

な
る
。
五
輪
碁
を
模
し
た
よ
う
な
形
状
や
下
端
部
が
尖
ら
ず
に
両
面
墨
書
が
行

わ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
松
浦
五
輪
美

。
原
田
憲
二
郎
氏
ら
の
編
年
の
Ⅱ
期

に
当
た
り

一
三
世
紀
前
半
―

一
四
世
紀
後
半
頃
の
時
期
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ

る

（松
浦

・
原
田

「柿
経
の
考
察
―
十
分
類
と
編
年
に
つ
い
て
―
―
」
『奈
良
市
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
紀
要
　
一
九
九
一
影
。
五
輪
塔
が
明
確
で
は
な
い
点
を
重
視
す
れ

ば
少
し
新
し
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
氏
ら
の
編
年
に
よ
れ
ば
両
面
墨
書
が

一
四
世
紀
を
下
ら
な
い
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

い
は
上
端
部
に
両
側
か
ら
二
段
の
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
下
端
部
は
次
第
に

細
く
な
る
が
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
の
み
に
調
整
が
な
さ
れ
て
お
り
、
裏
面
に

墨
痕
は
見
ら
れ
な
い
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
に
残
る
。
類
例
が
山
形
県
後
田
遺

跡
で
出
上
し
て
お
り

（本
誌
第
一
九
号
）、
そ
れ
が

一
二
世
紀
末
―

一
四
世
紀
を
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中
心
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
時
期
的
に
も
近
く
注
目
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

⑦
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
年

報
　
平
成

一
三
年
度
』
全
一〇
＠

一年
）

（田
中
一
穂
）

ム
な

と

さ
く
ら

だ

新
ｆ

船
戸
桜

田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
船
戸

調
査
期
間
　
　
第
五
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
―
五
月

発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
吉
村
光
彦

遺
跡
の
種
類
　
官
衡
関
連
遺
跡

遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
〇
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

船
戸
桜
田
遺
跡
は
、
塩
津
潟
に
流
れ
込
む
船
戸
川
流
域
に
立
地
す
る
集
落
跡

で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
幅
三
ｍ
の
調
査
区
で
あ
っ
た
が
、
木
簡
が
出
土
し
た

第
二
次

。
四
次
調
査
地
点

（本

誌
第
二
三
二
三
二
号
）
の
上
流
に

あ
た
る
川
跡
を
確
認
し
た
。

川
跡
か
ら
は
、
少
量
の
須
恵

器

・
土
師
器
と
、
多
数
の
木
製

品
が
出
土
し
た
。
木
製
品
は
、

一
点
の
漆
器
盤
、　
一
五
点
の
盤
、

櫛
や
曲
物
、
火
鑽
棒
な
ど
が
あ

る
。
木
簡
も
川
跡
か
ら
出
土
し
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